
「日本の本質・日本のアイデンティティ。それは日本的なるものジャパネスク。」過去・現在・未来

和の精神・大和心
わが国は、和をもって貴しとして、対立ではなく、話し合いを
旨としてきました。何よりも人と自然、人と人、国と国との

融和は日本人の心情です。

日本語
国語を大切にすることは日本を
愛すること。大和言葉と漢語と

外来語(カタカナ語）、漢字と仮名
による豊かな表現は日本

文化の真髄です。

神道・日本仏教（神仏習合）
祈りと感謝

八百万の神・諸仏諸尊
自分自身の内心に神も仏もある。
人間は大自然の恵みをいただいて

生かされている。
人間も自然の一部であるという観念の

もと自然の大きな回帰循環する
季節〈とき〉の中で生きるという
ことを「生活の知恵」としてきた。

過去、現在のジャパネスクを継承し、その本質を再確認、再認識し、新たに日本人に日本在住の外国人に訴求、啓発。（日本の宗教面における寛容さ。）

環境立国・観光立国・生活文化立国・科学技術立国・平和立国 (ソフトパワーとハードパワーの融和。）

●さらに、一歩進んだ斬新で、独創的なジャパネスクの創造、そして、世界へ。（「和魂アジア才」・「和魂アフリカ才」・「和魂世界才」へ。）

世界が探し求めている普遍的な価値観。それはジャパネスク。

目に見えるジャパネスク(日本人の文化的発信力)

日本人の精神的基盤が形のある日本独特の新しい
モノ・コト・ワザ・文化をつくりあげる。
一国で一文化の国。
ものづくりの精神。
伝統文化。

天皇（万世一系）
天皇は国の象徴であり、国民統合の象徴。
日本国と国民の発展と幸福を祈る祭主。

国民すべてが大御宝である。

日本の風土
自然の厳しさ、恐ろしさと自然のやさしさ、

豊かさが同居している国、四季の移ろいのある国、日本。
海の国、島の国、山の国、森の国、川の国、
地震の国、火山の国、台風の国、日本。

目に見えないジャパネスク(日本人の精神的基盤)

共に生きる「ともいき」という自然観・生命観。
共に生み出す「ともうみ」という創造力・生産力。
共に幸に生きる「ともさち」という倫理観・価値観。

稲作・米づくり
豊蘆原の瑞穂の国。
日本の「ものづくり」

の原点。

制作・著作：NPO PLANT A TREE PLANT LOVE／「ジャパネスク運動」推進室

和魂漢才
和魂洋才
和魂米才

外来文化を受け入れ、国土と
国情に合わせて、和風化
する柔軟な発想が日本

の文化の特質。

天地の尊さ。
自然の美しさ。


